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商
工
会
活
動
紹
介

令
和
4
年
度

　
長
野
市
と
の
懇
談
会
　
開
催

工
業
部
会

　

令
和
5
年
2
月
17
日
（
金
）
ホ
テ
ル
信

濃
路
に
て
、長
野
市
商
工
会
の
工
業
部
会
、

商
業
部
会
の
主
催
で
長
野
市
と
の
懇
談
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
懇
談
会
は
長
野
市
の
商
工
業
振
興
、

中
山
間
地
域
の
活
性
化
策
、
ま
た
今
後
の

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
各
支

部
の
地
域
性
を
踏
ま
え
た
率
直
な
提
案
・

要
望
ま
た
、
質
問
等
を
し
て
い
く
場
と
し

て
平
成
21
年
か
ら
例
年
実
施
し
て
い
る
事

業
で
す
が
、
令
和
元
年
か
ら
令
和
3
年
ま

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
よ

り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
回
の
懇

談
会
は
3
年
ぶ
り
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
は
長
野
市
の
荻
原
健
司
市
長

を
お
招
き
し
、「
未
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
変
化
の
兆
し
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
こ
れ

か
ら
の
長
野
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
令
和
5
年

度
予
算
の
概
要
等
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
後
半
に
は
事
前
に
提
出

し
た
各
支
部
の
提
案
・
要
望
事
項
に
お
け

る
長
野
市
か
ら
の
説
明
が
あ
り
、
今
後
の

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
荻
原
市
長
は
そ
の
後
の
懇

親
会
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
参
加
者
が

今
後
の
長
野
市
の
将
来
と
発
展
に
つ
い
て

話
し
合
う
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　　

長
野
市　

参
加
者

　

長
野
市
長
／
荻
原　
健
司　
様

　

商
工
観
光
部
長
／
中
村　
裕
一　
様

　

商
工
労
働
課
長
／
山
口　
泰
弘　
様

　
各
地
域
の
提
案
・
要
望
事
項
と
回
答

�
（
一
部
抜
粋
）

　�

将
来
的
に
長
野
市
へ
大
規
模
な
商
業
施

設
等
の
誘
致
、
建
設
の
計
画
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

A
．現
在
、
長
野
市
に
お
い
て
、
大
規
模

な
商
業
施
設
等
の
誘
致
や
建
設
の
予

定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
既
存
環
境

の
発
展
や
新
規
店
舗
の
建
設
な
ど
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
や
商

店
街
の
皆
様
と
情
報
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
外
部
か
ら
の
知
見
も
取
り

入
れ
る
な
ど
、
現
在
の
状
況
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
な
が
ら
、
必
要
な
施

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　�

若
穂
地
域
で
の
工
業
団
地
の
立
地
開
発

ま
た
は
農
業
規
制
緩
和
に
よ
り
工
業
用

地
開
発
が
民
間
事
業
で
進
展
す
る
こ
と

を
望
む
。

A
．長
野
市
と
し
て
も
一
定
の
産
業
用
地

は
必
要
で
あ
り
、
適
切
な
場
所
で
の

民
間
事
業
に
よ
る
整
備
が
進
む
こ
と

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
国

の
法
令
に
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

た
め
市
が
独
自
に
規
制
を
緩
和
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
本
市
の
産
業
立
地
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、
新
た

な
産
業
用
地
の
整
備
に
向
け
た
方
針

を
検
討
す
る
中
で
、
土
地
利
用
規
制

と
の
調
整
を
含
め
研
究
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　�

戸
隠
地
区
を
長
野
市
街
地
の
奥
座
敷
と

し
て
も
っ
と
活
用
す
る
方
策
と
し
て
戸

隠
ス
キ
ー
場
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
営

業
方
法
は
？

A
．
現
在
、
株
式
会
社
戸
隠
が
指
定
管

理
者
と
し
て
戸
隠
ス
キ
ー
場
と
戸
隠

キ
ャ
ン
プ
場
、
戸
隠
牧
場
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
戸
隠
ス
キ
ー
場
の
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
営
業
に
つ
い
て
は
、
令

和
3
年
度
に
シ
ャ
ル
マ
ン
戸
隠
の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
短
期
間
営
業
し
た
実
績

が
あ
り
ま
す
が
、
収
益
が
上
が
ら
な

か
っ
た
こ
と
や
調
理
に
携
わ
る
人
材

の
確
保
が
難
し
く
、
令
和
4
年
度
以

降
は
営
業
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
Ｅ
バ
イ
ク
の
コ
ー

ス
利
用
等
、
様
々
な
視
点
か
ら
活
用

に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

講演する荻原市長

会場の様子

長野市より提案・要望事項の回答
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長
野
市
商
工
会
管
内
に
は
市
街
地
か
ら

中
山
間
地
域
ま
で
様
々
な
エ
リ
ア
が
存
在

し
ま
す
が
、
観
光
雑
誌
等
で
は
紹
介
さ
れ

な
い
「
知
る
人
ぞ
知
る
」
観
光
資
源
が
多

数
あ
り
ま
す
。
長
野
市
商
工
会
商
業
部
会

で
は
、
そ
の
よ
う
な
場
所
へ
観
光
客
を
呼

び
込
む
た
め
に
管
内
を
周
遊
で
き
る
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
を
策
定
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ

と
で
長
野
市
内
全
体
の
活
性
化
を
図
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
30
年
度

か
ら
周
遊
ル
ー
ト
の
策
定
を
進
め
、
今
後

情
報
発
信
等
Ｐ
Ｒ
活
動
に
向
け
て
具
体
的

な
事
業
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

1
　
目
的
・
効
果

　

長
野
市
内
に
は
善
光
寺
を
は
じ
め
と
し

た
豊
富
な
観
光
資
源
が
あ
り
、
当
商
工
会

管
内
に
お
い
て
も
戸
隠
・
鬼
無
里
地
区
や

川
中
島
古
戦
場
な
ど
市
内
有
数
の
観
光
地

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
知
名
度

の
高
い
観
光
地
の
み
に
滞
在
す
る
方
が
多

い
た
め
に
市
内
周
遊
率
は
低
く
、
平
均
滞

在
時
間
も
短
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
管
内

に
は
隠
れ
た
観
光
資
源
が
各
地
域
に
存
在

し
て
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｒ
で
き
ず
活
か
し
き

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
「
知
る
人
ぞ
知
る
」
観
光
資
源
と
そ
の

周
遊
ル
ー
ト
へ
県
内
外
の
観
光
客
を
呼
び

込
み
、
管
内
全
地
域
を
回
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

2
　
事
業
内
容

1
　�
長
野
市
周
遊
ル
ー
ト
（
名
称
：
天
空

街
道
）
の
策
定
と
情
報
発
信
事
業

　

商
工
会
管
内
に
あ
る
観
光
資
源
と
そ
れ

を
結
ぶ
周
遊
ル
ー
ト
（
名
称
：
天
空
街
道
）

を
策
定
し
、
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま

す
。
ま
た
、
長
野
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
周
知
用
の
チ
ラ
シ
を
商
工

会
と
そ
の
他
市
内
各
所
へ
設
置
す
る
こ
と

で
観
光
客
等
に
広
く
情
報
発
信
し
ま
す
。

2
　�

観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
お
っ
た
ま
げ
ポ
イ

ン
ト
」
の
設
定

　

周
遊
ル
ー
ト
周
辺
の
各
観
光
ス
ポ
ッ
ト

に
「
お
っ
た
ま
げ
ポ
イ
ン
ト
」
を
設
定
し
、

長
野
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

し
て
情
報
発
信
し
ま
す
。

3
　
現
在
の
状
況

　

令
和
4
年
10
月
に
長
野
市
商
工
会
商
業

部
会
正
副
部
会
長
会
議
が
行
わ
れ
、
同
年

11
月
に
開
催
し
た
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
ラ
リ
ー
2
0
2
2
で
全
国
津
々

浦
々
か
ら
長
野
県
へ
来
る
参
加
者
へ
管
内

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
麻
績
村
に
宿
泊
す
る

た
め
、
長
野
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
通
り
道
で

あ
る
七
二
会
・
信
更
・
大
岡
地
区
へ
誘
客

す
る
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
長
野
市
周
遊
ル
ー
ト
策
定
事

業
に
も
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
見
据
え
、

Google

マ
ッ
プ
の
「
マ
イ
マ
ッ
プ
」
を

活
用
し
て
地
図
を
作
成
す
る
こ
と
で
決
定

し
ま
し
た
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
場
所
に
ピ

ン
を
打
っ
た
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
の
付
い
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
配

布
す
る
こ
と
で
観
光
客
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
カ
ー
ナ
ビ
か
ら
も
経
路
を
調
べ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

同
年
12
月
の
長
野
市
商
工
会
商
業
部
会

幹
事
会
で
報
告
を
行
っ
た
結
果
、
長
野
市

周
遊
ル
ー
ト
策
定
事
業
で
も
同
様
の
方
法

で
作
成
し
た
も
の
を
長
野
市
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
決
定

し
た
の
で
、
今
後
は
Ｈ
Ｐ
へ
誘
導
す
る
案

内
チ
ラ
シ
も
作
成
し
市
内
各
所
に
設
置
す

る
こ
と
で
観
光
客
へ
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま

す
。

長
野
市
商
工
会
商
業
部
会
で
は
現
在

「
長
野
市
周
遊
ル
ー
ト
策
定
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！！

商業部会
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第
9
回
川
中
島
古
戦
場
三
太
刀
ま
つ
り

　
川
中
島
合
戦
剣
道
大
会
「
三
太
刀
杯
」
の
開
催

更
北
支
部

商
工
会
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・

　
　
　
モ
ロ
コ
シ
ビ
ー
ル
・
桃
乃
酒

川
中
島
支
部
青
年
部

　

昨
年
青
年
部
で
は
、
川
中
島
の
名
産

で
も
あ
る
桃
を
使
用
し
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
桃
は

と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
フ
ル
ー
ツ
で
、

生
産
量
の
3
～
4
割
は
規
格
外
の
B
級

品
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
味
は
確
か

な
B
級
品
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

な
い
悩
み
を
農
家
さ
ん
は
抱
え
て
い
ま

し
た
。
我
々
青
年
部
員
は
、
そ
ん
な
農

家
さ
ん
の
悩
み
を
少
し
で
も
解
決
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
矢
先
、
埼
玉
県
秩
父
市
に
あ
る

秩
父
麦
酒
醸
造
所
が
川
中
島
の
桃
を
買

い
に
来
て
そ
の
桃
を
ビ
ー
ル
に
し
た
の

で
し
た
。
そ
こ
に
目
を
付
け
た
青
年
部

は
、
川
中
島
の
桃
を
使
用
し
た
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
の
販
売
を
行
い
そ
の
収
益
の

一
部
が
桃
農
家
さ
ん
に
も
入
る
と
い
う

仕
組
み
を
考
え
実
行
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
地
元
の
酒
蔵
で
も
あ
る

篠
ノ
井
小
松
原
に
あ
る
西
飯
田
酒
造
さ

ん
に
依
頼
し
川
中
島
の
桃
を
1
0
0
％

使
用
し
た
桃
の
酒
を
青
年
部
限
定
で

造
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
ベ
ル
も

青
年
部
員
で
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
【
桃
乃

酒
】
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
第
2
弾

と
し
て
本
会
川
中
島
支
部
で
は
信
濃
町

で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
っ
て
販
売
を
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
支
部
長
の
小
山

さ
ん
か
ら
「
モ
ロ
コ
シ
で
ビ
ー
ル
を

作
っ
て
み
ろ
！
」
と
の
声
掛
け
が
あ
り
、

目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
発
想
で
は
あ
り
ま

し
た
が
早
速
秩
父
麦
酒
醸
造
所
に
相
談

し
て
み
ま
し
た
。
秩
父
麦
酒
醸
造
所
で

も
相
当
数
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
手
掛

け
て
き
ま
し
た
が
、
モ
ロ
コ
シ
は
初
の

試
み
で
し
た
。
十
一
月
末
に
完
成
し
い

ざ
試
飲
を
し
て
み
る
と
苦
味
が
し
っ
か

り
と
効
い
て
、
そ
の
後
モ
ロ
コ
シ
の
甘

み
が
感
じ
ら
れ
る
と
て
も
お
も
し
ろ
い

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
【
ク
マ
モ
ロ
コ
シ
】

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
は
商
売
の
実
践
の
場

だ
と
先
輩
方
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
お

酒
の
販
売
を
通
し
て
地
元
の
農
家
さ
ん

と
繋
が
り
、
酒
屋
さ
ん
と
も
繋
が
り
商

工
会
親
会
の
皆
さ
ん
と
も
活
動
が
で
き

本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
大
好
き

な
川
中
島
の
商
業
と
農
業
の
発
展
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

川
中
島
支
部　

戸
谷　
嶺
之

　

更
北
支
部
で
は
4
月
1
日
～
4
月
16
日
に

か
け
て
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園
に
て
「
川

中
島
古
戦
場
三
太
刀
ま
つ
り
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
楽
し

め
、
土
日
に
は
軽
ト
ラ
市
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
展
示
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま

し
た
。
4
月
8
日
（
土
）
に
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク

広
場
に
て
更
北
・
川
中
島
地
域
の
剣
道
ク
ラ

ブ
に
所
属
す
る
小
中
学
生
に
よ
る
川
中
島
合

戦
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
武
田
軍
・
上
杉
軍
の
剣

道
対
抗
野
試
合
「
三
太
刀
杯
」
を
初
め
て
行

い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
い
つ
も
と
違
う
環

境
で
の
試
合
を
楽
し
み
つ
つ
、
各
選
手
の
応

援
に
も
熱
が
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
を
来
年
以
降
も
継
続

し
、
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園
を
地
域
の
子

供
た
ち
に
身
近
な
場
所
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
や
剣
道
の
す

ば
ら
し
さ
を
多
く
の
方
に
伝
え
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第2弾

剣道試合の様子勝利した上杉軍

夜桜ライトアップの様子
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　令和3年に有限会社　マルミヤから事業を引き
継ぎ、株式会社ホープ自動車として創業しまし
た。
　北信越運輸局の認証工場として、自動車板金塗
装を中心に車両整備、自動車販売、車検、保険業
務を営んでいます。
　まだ、若い会社ですがお客様目線で考え、お客
様のご要望に近づけられるように社員一同心掛け
てまいります。
　たくさんの皆様に株式会社 ホープ自動車を
知っていただけるように頑張っていきたいと思い
ます。
　よろしくお願いいたします。

　町のお花屋さんとして開業し46年。
　後に町の葬儀屋さんを兼業し始めて早32年に
なります。
　令和元年の台風災害で店舗、資材、家屋は全滅
してしまいましたが、やはり同じ場所で開店した
いとの思いで昨年7月に再建いたしました。
　〜葬儀に大金をかけるな〜を理念に、施主様の
ご希望をお聞きし、格安ななかにも生花をふんだ
んに使った豪華な葬儀を執り行っております。
　最近では、葬儀に対する事前相談も増えてきて
おります。事前相談は随時受け付けておりますの
で、仏事のわからない事はどんな小さな事でもお
気軽にお問合せください。
　また、お近くのご親族はもちろん、遠く離れた
知人・ご友人への贈り物として生花の配送も行っ
ておりますので、是非お気軽にご利用ください。

川中島支部

豊野支部

株式会社ホープ自動車

花のやまぐち  山口 亨子

　

　

〒388-8008　長野市合戦場2丁目69

店舗：TEL 026-283-4486
工場：TEL 026-217-2070

〒389-1105　長野市豊野町豊野323-16
TEL 026-257-2108

このまちに活きるこのまちに活きる

北澤 実

営業時間：平日　9時～ 18時
　　　　　日曜　9時～18時
定 休 日：祝日、年末年始等

花のやまぐちHPも
是非ご覧ください

18

18

㈱ホープ自動車
合
戦
場
公
園

南長野
運動公園

南長野
運動公園

北小森

86

セブン
イレブン

セブン
イレブン

368

花のやまぐち 399

村山豊野停車場線

浅川

北陸
新幹
線

赤沼

18

店舗正面

寺院にて檀家様向け
葬儀デモンストレーション

生花であふれた店内
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新
会
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　「今、この瞬間を伝える」をテーマに時流
のニーズに沿った販売促進事業をさせていた
だいております。
　現在、お客様からいただくお声の中でも特
に、「より多くの方に会社のことを知っても
らいたい」「人手不足なので採用を強化した
い」「SNSでの集客を増やしたい」などが多
くを占めております。
　弊社では、質の高い動画制作、写真撮影、
各種デザインなどをWEBを使用し認知を高
めることを得意とし、インスタグラムやユー

チューブ、Googleマイビジネスなどの運営代
行業務をご提供させていただいております。
　さらに、昨年から導入したドローン機によ
る撮影、動画制作、写真撮影は大変好評をい
ただいており、より良いサービスをご提供で
きるよう、技術を日々磨いております。
　堅苦しいことはさてお
き、長野で面白いことを
している会社だと思って
いただけるように、今後も
色々と楽しく斬新な企画

をしてまいります。
　事業活動を通
じて沢山の方の
笑顔の架け橋に
なれるよう研鑽
致します。

　初めまして。長野市若穂にある「はやし整骨院」院長
の林哲也と申します。若穂に開業して22年になりますが
「もっと地域の方のために力になりたい。もっとはやし整
骨院を知ってもらいたい」との思いでこの度商工会に入
会させていただくことになりました。
　まずは私の自己紹介をさせていただきます。昭和49年
生まれの48歳。出身は東京都葛飾区、「2～ 3年でまた
東京に帰ろう」と軽い気持ちでやってきた長野で妻と出
会い結婚、2人の子供を授かり市内に家を建て、今では
消防団の分団長までやらせていただいている始末。どっ
ぷりと長野県民になってしまいました（^^;）
　体を動かすことが好きで、中学生の時に始めた柔道を
約30年続け、現在はランニングにはまり長野マラソン完
走を目標に仲間と楽しく走っています。
　私が整骨院の資格（柔道整復師）を取得したのも、
ケガをして
しまった運
動選手を助
けたいとの
思いからで
した。当院

は隣接の外科医院と提携しており、レントゲン検査など
すぐに依頼できるため的確な外傷判断が可能です。痛み
の改善に特化した電気治療器、弱ってしまった筋肉を鍛
えるEMSトレーニングなどを使用し、痛みを点で捉える
のではなく総合的な身体の回復を目指し施術を行ってお
ります。
　さらに、これからは痛みが出てしまった身体を治すだ
けではなく、痛みの出ない身体を作っていく「予防的施
術」にも力を入れていきたいと考えております。痛みで悩
んでいる方はもちろん、疲れやすい・体がしっかりしない・
老後歩けなくならないか不安・肩こりがひどい、また痛
みはないがパフォーマンス能力を上げたいなど、どんなこ
とでも一度ご相談ください。皆さんが笑顔で毎日を過ご
せるよう全力でお手伝いさせて
いただきます！

スタジオカルテット合同会社
〒380-0857
長野市西之門町500-1
西の門ホワイトハウス2F

更北支部

はやし整骨院
〒381-0103　長野市若穂川田1684-2　
　☎ 026-282-6180
URL　検索：はやし整骨院
Mail　smilewood2159@coast.ocn.ne.jp若穂支部

セブン
イレブン

はやし整骨院
至
松
代

至
須
坂

403

403

34

34

領家

スタジオカルテット
合同会社

仁王門

至善光寺本堂
善
光
寺
表
参
道

399

良性院

大日方 優太

林 哲也

CM 制作やイメージ動画制作

ホームページ
QR コード

ドローン撮影承ります

整骨院の外観 施術中の林先生明るく清潔な施術室
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会員さんは会員さんは
こんな人こんな人

かいいん

ひと
趣味紹介

中条支部

くのキノコを知っていればもっと採
れるようになるはず」と考えるよう
になり、より詳しい図鑑を手に入れ
て知恵をつけました。というのも、
キノコの季節といえば毎年9月終わ
り〜11月半ば過ぎですが、その2ヶ
月半の間にも種類ごとに旬があっ
て、それぞれが好む環境や望ましい
生育条件があるんです。ですから、
知識を増やしたうえで山を歩けば、
頭の中にオリジナルのキノコカレン
ダーとキノコマップを描けるように
なるんです。それらが充実すると、
採れるキノコの種類も量も自ずと増
えますし、同時に楽しみも増す
気がします。
キノコ狩りの魅力は？
　仕事から解放されて自然の中
で体を動かせるので、とても良
い気分転換になります。加えて
運動不足解消も叶いますし体力
維持もできちゃいます（笑）。ま

た、採れたてのキノコを食べる最高
の贅沢も味わえますし、販売して喜
んでもらえると自分で食すのとはま
た違った喜びも感じられます。
　とはいえ、キノコ狩りはあくまで
も趣味なので、毎回自宅の裏山で同
じルートを2時間くらい、と決まっ
ています。慣れ親しんできた身近な
場所で、歩くのに適した服装とビク
さえ揃えれば気軽に楽しめる、とい
う点も、仕事との両立や地域活動を
重視する私にとっては大きなポイン
トです。
今注力していることや今後挑戦して
みたいことは？
　商工会の同年代の仲間に誘われて
長野市のきのこ衛生指導員を務める
ようになってからは、毎年恒例の相
談会をはじめ、地元の道の駅でのキ
ノコ展や商工会のイベントを行う際
の役割や意識が変わった気がしま
す。以前は「自分が楽しめれば十分」
という心持ちでしたが、今は指導員
を名乗る場においては特に、正しい

趣味=「きのこ」についてご紹介
ください。
　私は、主にキノコ狩りを楽しん
でいます。もちろん採れたキノコ
を食べるのも好きですし、いいキ
ノコがたくさん採れたら道の駅な
どで販売することもあります。一
昨年からは自宅で天然と同等なマ
イタケの原木栽培にも挑戦してい
ます。
　キノコ狩りは、子どもの頃から
父に連れられてよく裏山に出かけ
ていました。ただし、今でこそ食
べたり売ったりするのも好きです
が、あの頃はキノコを採ってきて
家族に喜んでもらうことが嬉し
かった気がします。
　父は家業の合間に時間を見つけ
てキノコを採っていたのだと思い
ます。その背中を追って歩いてい
た私は、山や自然について父の姿
から学んだのだと思います。
　20代後半になると「もっと多

知識や情報をわかりやすく示して、
より多くの方にキノコ狩りを楽しん
だり安全にキノコを味わったりして
もらえるよう努めています。
　また、私は仕事も趣味も地域あっ
てこそ成り立つものだと考えている
ので、常に地域貢献を心に留め、地
域のことを優先しようと心がけてき
ました。今後もその姿勢を貫き、周
囲への感謝の気持ちを忘れずに何事
にも取り組んでゆきたいです。
　趣味については、私がマイペース
に「きのこ」を思う存分“堪能して
いる”様子を通じて、中条という地
や豊かな自然が身近に存在する暮ら
しに興味・関心を持ってくれる人が
現れたらすごく嬉しいです。その結
果、移住者が増えたり定期的に訪れ
てくれる人が増えたら、と願ってい
ます。地域に少しでも良い影響を与
えられるように、「きのこ」を通じ
て出会えた方とのご縁を大切にし
て、中条の素晴らしさを私らしく伝
えたいです。

中村ドライクリーニング店
所在地：長野市中条住良木 781
TEL：026-268-3820

中村 秀氏
（なかむら・しゅう）
1965年長野市中条住良木
（青木）生まれ。両親、妻、
娘、息子と6人暮らし。「き
のこ」のほかに海釣り、バ
イク、工作（釣り用の浮き、
キノコ狩り用のビクなど）
も楽しむ。多趣味ゆえに「い
つも時間が足りない感じ」
と、苦笑い。

店舗前にて

手作りのビク

中村 秀 氏

中村ドライクリーニング店／
長野市商工会中条支部
中村ドライクリーニング店：家族で
切り盛りする地域密着 & 地域貢献が
モットーの店。地元の中条地区はも
とより西山地区全域に長年の顧客を
抱える。

きのこ（キノコ狩り、マイタケ栽培など）
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令和4年10月12日～令和5年2月28日までに入会された方々です。（敬称略）新入会員を紹介します

事業所名 業　　種 代表者名 住　　所 支部名
おそうじ革命　長野丹波島店 清掃業 坂 口 晋 一 長野市丹波島 1-628-27 更 北
コーポ大樹 貸家業 長谷部　豊 長野市丹波島 1-566 更 北
宮川鉄筋 鉄筋工事 宮 川 崇 之 須坂市大字須坂 1470 若 穂
風の谷　保科フルーツ農場 農業 本 間 一 久 長野市若穂保科 3658-5 若 穂
たわわ農園 農業 北 原 成 人 長野市川中島町御厨 2273　橘田方 川中島
宮川建築 建築大工 宮 川 文 雄 長野市富竹 80-10 西 部
ｔｒｅｅｆｉｅｌｄ 造園業 木 原 貴 之 長野市鬼無里 12027-4　グリーンハイツ松原 2 階東 鬼無里
鬼無里ランタンヴィレッジ キャンプ場 加 藤 公 子 長野市鬼無里日影 4532-1 鬼無里

（赤字は改定部分）

事業の種類 雇用保険料率

一般の事業
労働者負担 6 /1000
事業主負担 9.5 /1000
雇用保険料率（合計） 15.5 /1000

農林水産・
清酒製造の事業

労働者負担 7 /1000
事業主負担 10.5 /1000
雇用保険料率（合計） 17.5 /1000

建設の事業
労働者負担 7 /1000
事業主負担 11.5 /1000
雇用保険料率（合計） 18.5 /1000

※ 詳細は厚生労働省のホームページをご確認ください。

　

今
年
は
、
4
月
早
々
に

長
野
市
内
の
サ
ク
ラ
が
満

開
と
な
り
ま
し
た
。
花
見

の
人
出
も
あ
り
賑
や
か
さ

が
戻
っ
た
感
じ
で
す
。
商

工
会
報
な
が
の
第
64
号
を

お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
号
の
表
紙
は
、
春

を
告
げ
る
花
と
し
て
縁
起

の
良
い
福
寿
草
を
掲
載
し
、

一
文
字
は
、
新
し
く
温
か

く
楽
し
い
季
節
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
「
春
」
と
し
ま
し

た
。
今
号
に
、
工
業
部
会
、

商
業
部
会
の
活
動
や
更
北

支
部
の
三
太
刀
ま
つ
り
を

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
制
約

か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
、

各
地
域
で
様
々
な
活
動
が

本
格
化
す
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
人
々
の
交
流
や
賑

わ
い
の
回
復
に
一
段
と
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

今
号
の
作
成
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
親
し

み
や
す
く
、
楽
し
く
読
ん

で
い
た
だ
け
る

広
報
誌
と
な
る

よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

編

集

後

記

令和5年度雇用保険料率のお知らせ

行 事 予 定
ゴルフ大会
　�長野市商工会ゴルフ大会を次のとおり開催します
ので、大勢の皆様のご参加をお待ちしております。
　お申込み方法は改めてお知らせいたします。
　日時：令和5年6月9日（金）
　場所：南長野ゴルフ倶楽部

事務局からのお知らせ
4 月 1日付で次の職員が着任しました。
総務指導課（主任経営支援員） 竹　田　侑　平
経営支援センター（経営支援員） 村　田　美　紀

2 月 13日付で次の職員を採用しました。
川中島支所（嘱託職員） 小　林　幸　子

2 月 14日付で次の職員が退職しました。
経営支援センター（主任経営支援員） 片　桐　圭　子

中小企業の設備投資を応援します中小企業の設備投資を応援します

労働生産性を向上する3～ 5年間単位の計画「先端設
備等導入計画」を策定し、市の認定を受ける場合、導
入する設備に係る固定資産税（償却資産税）の減免と
いった税制の支援や金融支援を受けることができます。

認定の条件
・労働生産性が年平均3％以上向上する計画であること
税制支援の対象設備

・�一定の取得価額以上の償却資産で、投資利益率が年平
均5％以上となることが見込まれること（中古資産を
除く）
税制支援の内容

・�令和7年3月末までに取得する設備について	  
課税標準を1 ／ 2（3年間）

　※�1.5％以上の賃上げ方針を従業員に表明する場合は、
1 ／ 3（5年間）

　　（R6年4月以降に取得する場合は4年間）

認定の流れ
商工会等に相談、確認書の発行を受ける

⬇
市に認定の申請を提出、認定書の発行を受ける

⬇
設備を取得

⬇
税の申告を行う

注意する点
・設備取得後の申請はできません。
・�賃上げ方針の表明による減税率の引き上げは新規の
申請のみ可能です。
・�過去に認定を受けた計画がある場合でも、R5年4月
以降に設備を取得する場合は新規の申請が必要です。

～令和5年4月から認定の条件や軽減率が変わりました。～


